
　　トピックス

聞き書き甲子園

　8月11日から14日までの４日間、全国から選ばれた100人の高校生たち
が、自然と関わる長い経験を積んだ名人と一対一で触れあい、その知恵や
人となりを「聞き書き」して次世代へと伝えていく取組、「聞き書き甲子園」
の研修会が東京都内で行われました。

第11回聞き書き甲子園参加者が揃って、研修所で記念撮影。

過去に行われた聞き書きの模様（©奥田高文）
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「
聞
き
書
き
甲
子
園
」は
毎
年
1
0
0
人
の

高
校
生
が
、
森
や
海
・
川
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
職
種
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森
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手
・
名
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海
・
川
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訪
ね
て
、
自
然
と
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が
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技
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組
。

　

平
成
14
年
か
ら
林
野
庁
と
文
部
科
学
省
の

主
催
す
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森
の
聞
き
書
き
甲
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園
」と
し
て

始
ま
り
、
平
成
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年
に
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海
・
川
の
名
人
」

へ
の
聞
き
書
き
が
同
時
に
開
催
さ
れ
、
平
成

23
年
か
ら
は
森
と
海
・
川
を
合
わ
せ
て「
聞

き
書
き
甲
子
園
」と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
「
聞
き
書
き
」と
は
、
話
し
手
の
言
葉
を
録

音
し
、
一
字
一
句
す
べ
て
を
書
き
起
こ
し
た
後

で
、
ひ
と
つ
の
文
章
に
ま
と
め
る
手
法
。
話

し
手
の
語
り
口
そ
の
ま
ま
に
ま
と
め
ら
れ
た

文
章
か
ら
は
、
名
人
の
人
柄
が
浮
か
び
上
が

り
ま
す
。
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国
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ら
集

ま
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た
1
0
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ゅ

林
手

や
炭
焼
き
職
人
、

木き
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し

地
師
、
漁
師
、

海あ

ま女
な
ど
、
自

然
と
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
職
種

の
名
人
を
訪
ね
、
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　　トピックス

　8月11日、研修会に先だって行われた開会式では、過去10年間「聞き
書き甲子園」の趣旨に賛同し、
支援を行ってきた協賛企業・
団体に対し、実行委員会を代
表して林野庁から感謝状の贈
呈が行われました。
　今回感謝状が贈られたの
は、次の企業・団体です。

　
「
聞
き
書
き
甲
子
園
」で
は
、
過
去
に
参
加

し
た
卒
業
生
た
ち
が
研
修
会
の
運
営
ス
タ
ッ

フ
や
参
加
高
校
生
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

11
回
目
と
な
る
今
年
の
研
修
会
の
開
会

式
で
は
基
調
講
演
を
、
第
１
回
に
参
加
し
た

代し
ろ
た田
七な

な
せ瀬
さ
ん
が
つ
と
め
、「
聞
き
書
き
甲
子

園
」の
1
年
間
を
紹
介
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
第
８
回
に
参
加
し
た
吉よ
し
い井
萌も

え恵

さ
ん
と
、
第
９
回
に
参
加
し
た
中な
か
た
に谷

陽よ
う
す
け介

さ

ん
が
進
行
役
を
つ
と
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
都
郊
外
の
研
修
所
に
場
所
を

移
し
て
の
４
日
間
の
研
修
で
も
、
約
20
名
の

卒
業
生
た
ち
が
活
躍
し
ま
し
た
。
全
国
各
地

を
旅
し
て
職
人
の
聞
き
書
き
を
行
っ
て
い
る

作
家
の
塩し
お
の野

米よ
ね
ま
つ松

さ
ん
と
と
も
に
、
卒
業
生

た
ち
も
自
ら
の
経
験
を
生
か
し
て
高
校
生
た

ち
を
サ
ポ
ー
ト
。
実
際
に
聞
き
書
き
を
体
験

卒業生が自らの経験を通してインタビューを指導
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「
聞
き
書
き
」卒
業
生
た
ち
が

運
営
に
参
加

　

研
修
会
で「
聞
き
書
き
」に
つ
い
て
学
ん
だ

後
、
９
月
下
旬
か
ら
は
高
校
生
各
自
が
一
人

で「
森
の
名
手
・
名
人
」「
海
・
川
の
名
人
」を

訪
ね
、
交
流
を
は
か
り
な
が
ら
、「
聞
き
書

き
」の
作
業
に
入
り
ま
す
。
取
材
内
容
は「
聞

き
書
き
作
品
」と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
来
年
３

月
に
、
再
び
東
京
で
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
年
の
参
加
高
校
生
た
ち
は
、
ど
ん
な
発

見
や
感
動
を
伝
え
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

秋
か
ら
が
本
番「

聞
き
書
き
甲
子
園
」

協賛企業・団体に感謝状を贈呈

●聞き書き甲子園ホームページ
森の体験プログラム

一
対
一
の「
聞
き

書
き
」を
通
し

て
、
受
け
継
が

れ
て
き
た
知
恵

や
生
活
技
術
、

も
の
の
考
え
方

を
丸
ご
と
受
け

と
め
、
学
ん
で

い
き
ま
す
。

す
る
実
習
で
は
、
卒
業
生
を
中
心
に
参
加
高

校
生
が
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
質
問
項
目
を
考

え
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
卒
業

生
か
ら
は「
名
人
の
口
が
重
く
、
な
か
な
か
話

を
し
て
も
ら
え
な
い
時
は
、
ま
ず
一
緒
に
作

業
を
し
て
み

よ
う
」な
ど
、

実
体
験
に
基

づ
い
た
貴
重

な
ア
ド
バ
イ

ス
も
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の

音
声
を
書
き

起
こ
し
、
レ

卒業生たちによる講義

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
研
修
で
も
、
卒
業
生
た

ち
が
高
校
生
た
ち
の
疑
問
に
丁
寧
に
答
え
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
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